
第８回外国人留学生作文コンテストについて 

 

１．募集期間  平成２３年１１月２４日（木）～平成２４年１月６日（金） 

 

２．テ ー マ  ①「国際交流のために、わたしができること」 

             ②「日本での発見」                  （２つのうちどちらか１つ） 

                       

３．応募人数  ２１名 

 

４．選考経緯           

（１）審査委員会 

   審査委員長  塩井実香     香川大学インターナショナルオフィス講師 

   審査委員   丹羽 章     四国学院大学文学部教授 

   審査委員   和田 浩     高松大学発達科学部子ども発達学科准教授 

   審査委員   畑 ゆかり      穴吹ビジネスカレッジ日本語学科教務部主任

（２）審査委員会の開催 

  ①第１回審査委員会 

      日 時；平成２４年１月２４日（火）１０：００～ 

   場 所；香川大学研究交流棟６階第１講義室 

    ②第２回審査委員会 

     日 時；平成２４年２月１６日（木）１０：３０～ 

   場 所；香川大学研究交流棟６階第１講義室 

 

 ５．選考結果（入賞者） 

  優秀賞 

  香川高等専門学校詫間キャンパス情報工学科 ３年  ヘイン シウホン 

  佳 作 

  穴吹ビジネスカレッジ日本語学科 ２年       ヒョウ ヨウ 

香川大学工学部 ４年               金 柱大 

   徳島文理大学文学部 ３年             ユ ヘス 

   香川高等専門学校高松ｷｬﾝﾊﾟｽ機械工学科 ３年      ﾑﾊﾏﾄﾞ ｲｸﾗﾑ ﾋﾞﾝ ﾉﾙﾊﾝ 

   香川高等専門学校高松ｷｬﾝﾊﾟｽ制御情報工学科 ３年  ﾁｮﾝ ｼﾞﾝ ｼﾞｮｰ 

 

  

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

「国際交流に出かけましょう」 
 
 

ヘイン シウホン 
（カンボジア） 
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「日本での発見」 
 
 

ヒョウ ヨウ 
（中国） 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

『人生の岐路』 
馮 瑶（ヒョウ ヨウ） 

人生において、岐路に立たされることは何度かあるでしょう。その中で、いつが一番大切

なのでしょうか。私の国、中国では、それは高校時代だと言われています。 
小学校時代は、世界を認知する時代。中学校時代は、友達を作り、社会を理解する時代。

そして高校時代は、社会に入る前の準備の時代。つまり、人生の一番重要な岐路だと考えら

れています。有名な大学に入り、一流企業に就職することは、誰もが切望する道でしょう。

しかし、この道の上を道通りに進むことは、簡単なことではないと思います。私は高校時代、

それを実感することになりました。成績が悪く、希望の大学に落ちてしまったのです。人生

の一番大切な道は私を通してはくれませんでした。 
道を踏み外し、どうしていいか分からなかったのですが、その時、母が別の道を用意して

くれました。それは日本への留学という、私がそれまで考えもしなかった道でした。その新

たな道に対して、私は様々な感情が交差していました。自分の人生をもう一度やり直すチャ

ンスがもらえて嬉しいという気持ちと、中国から遠く離れた外国で勉強するという寂しい気

持ち。先進国である日本で勉強するというのは夢のような話でしたが、まだ当時 19 歳の私

にとって、両親のそばを離れるということは何よりも辛いことだったからです。 
そんな気持ちを抱えて日本に来ましたが、予想外に私は日本をすぐ好きになってしまいま

した。街はとてもきれいで、また、日本人はとても親切だったからです。私が上手く話せな

くても、いつも笑顔で何度も繰り返し話をきいてくれました。その親切さはありがたいもの

でした。また、日本人は非常に礼儀正しく、食事の後、作ってくれた人への感謝の気持ちを

忘れず、必ず「ごちそうさま」と言います。これは中国にはない礼儀です。内向的で気の弱

い私は、日本人の親切さに上手く応えることができませんでしたが、感謝するという気持ち

を教わることができました。 
ただ、日本語の勉強に関しては喜べないことが多いのです。私は日本に来て一年が過ぎた

頃、一年も経つのに、「はい、そうですか。」「ええ、そうですね。」くらいしか話しませんで

した。決して上手とは言えないレベルでした。それでも、その時は平気でした。話している

内容はだいたい分かるし、こんなものだろう、と現状に満足していました。しかし昨年の７

月、授業で先生に伝えたいことが伝えられなかった時、恥ずかしくてたまらない気持ちにな

りました。その夜、真剣に自分の将来のことを考えました。私は日本語の能力や勇気、個人

の能力など、まだまだ足りない部分がたくさんあると気づきました。数年後、私は社会人に

なります。社会人になれば、当たり前のようにみんなの前で意見を言えるようにならなけれ

ばなりませんが、私にとってこれはとても苦手なことでした。まず、大きな声で話すことが

できないし、その上、他の人の意見に従うということがもうすっかり習慣になってしまって

いたからです。何とかしなければ、という気持ちでいた頃、偶然日本語スピーチ大会募集の

ポスターを見たのです。 
私はこのスピーチ大会に参加しよう、という気持ちが湧いてきました。自分の人生を変え

るきっかけになると直感したからです。失敗はもちろん怖いけれど、失敗しても、成功まで

の距離は近くなるという誰かのことばも私を後押ししてくれました。たとえ 100 回しても
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101 回目チャンスがあるはずですから。とにかく自分の人生を変えたい、という気持ちで参

加の決意をしました。 
先生方の指導を受けならが、１か月間の練習を重ねて、当日は緊張せずに話すことができ

ました。しかし、残念ながらいい結果はもらえませんでした。失敗は成功への近道、と強い

気持ちで臨んでいた私でしたが、やはり結果を見ると、悲しい気持ちになりました。 
しかしそんな時、スピーチ大会の前後に身近な人々からいただいた様々なアドバイスを思

い出しました。学校の先生はスピーチ大会の前に、「これからチャンスがいっぱいあるよ。」

とおっしゃいました。アルバイト先の方からは「人生はこれからだよ。」とスピーチ大会の後

に励ましのことばをいただきました。また、アルバイト先の店長からは、一つの質問をされ

ました。「成功の反対は何だと思う？」この質問に対して、私は当然、失敗だと思いましたが、

店長は「それはあきらめだ。」とおっしゃいました。これらのことばを思い出すたびに、私は

元気が出ました。そして、私のためにやさしいことばをかけてくださった人々の存在のあり

がたさを実感しました。今でも思い出すのはスピーチ大会に向けて努力していた日々です。

あの時が一番充実していたと思います。 
かつて、「もうあきらめようかな。」と考えたことがあります。しかし、あきらめたらチャ

ンスは永遠に手に入りません。逃げるのはダメ。階段も足を上げてみないとその高さはわか

らないのです。その時上れなくても、次にどのくらいの高さまで足を上げればいいかが分か

ります。だから、人生のどんな道でも勇気、自信をもってあきらめないで歩いて行きたいで

す。自分の弱点を発見してそれを改善していくことにこそ、生きている意味があると思いま

す。自分の能力は自分の努力次第で向上します。それは、過去の自分とは関係ない、と私は

信じています。 
日本での約２年間の生活は、私の人生での一番重要な岐路だったと言えます。失敗を経験

した私にとって、成功するまでの道はまだまだ長いと感じますが、あきらめずに続けて、い

つか必ず自分に打ち勝ち、成功を掴みたいと思います。親切な日本の人々、日本の風土は私

の夢を多彩にさせ、新しい自分の可能性を教えてくれました。日本があって、今の私がいま

す。その日本に対して、私はとても感謝しています。ニッポン、ありがとう。 
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「日本、そして高松」 
 
 

金 柱大 
（韓国） 

 
 
 
 
 
 
 
 



日本、そして高松 

                        キム・ジュデ 

 

だんだん国際化になっている現在の大学生なら誰でも海外への留学を考えると思

う。私もそういう気持ちを昔から持っていたが、25歳になった今良い機会を得て、日

本の香川大学で１年間の留学生活することになった。 

私は日本の中でも四国に位置する高松市へ2011年10月4日、望みに望んだ日本留学

に来た。留学に来る前に東京を2回旅行した経験はあったが、留学という新しい経験

に対して大きな夢を抱いて日本に来た。 

留学するまえに私が考えていた日本は、開放的で先進文化を持っている国だと思

っていた。それから3ヶ月がたった今、日本文化を完璧に理解することはできないが、

3ヶ月間の生活で発見した日本を文書に書いてみようと思った。 

 飛行機から降りて到着して初めて見た高松空港は田舎の小さくて古い空港だった。

空港の前は田畑で、ただ小さい田舎町の姿を見せていたから、がっかりして「こんな

所で学ぶことがあるのだろうか。」という気持ちで、これから1年をどういうふうに

生きていけばいいのか心配した。 

しかし、このような心配は一週間後に完璧に変わった。学校に行くために家を出

た私は韓国ではバスと地下鉄を利用したが、ここでは交通費が高いので自転車を利用

して登校した。自転車に乗って登校する私は日本の交通ルールを見て「このような交

通ルールは母国の人たちも見習うと良いだろう。」と思った。 

韓国で事故の経験があって、車を運転する人を信頼できなかったために、日本で

も自転車に乗ると危ないだろうと思った。しかし日本の運転手はいつも速度と自動車

停止線をしっかり守って運転するため、自転車を利用する人が、運転手を信頼できる

ようにしてくれた。韓国では逆にほとんどの韓国人は近いところでもバスや地下鉄を

利用して移動する。 

運転手と歩行者間の信頼が高まったら、安心して自転車に乗れるし、韓国も近いと

ころはバスや地下鉄より自転車を利用する人がもっと多くなって環境にも良い作用と

なるであろうと思った。世界の人々が皆、環境を大事にするエコ活動を生活の中で行

っていけば良いと悟った。 

その後何日も経たないある日だった。タバコを吸う私は校内では禁煙だから、校門

の前でタバコを吸っていた。校門前にはゴミと吸殻が捨てられいたし、その捨てられ

た吸殻とゴミを、通り過ぎる市民が拾う姿を見るようになった。このような光景を見

た私は、この姿こそが日本の市民としての意識が先進国だということを表現している

のではないか、と思うようになった。 

また、大多数の人々が道を歩いてタバコを吸わないし、ゴミも捨てないし、違反横

断もしなかった。日本人のこのような意識と国を思う気持ちが今の日本を作ったよう

に、世界のすべての人々が道でタバコを吸わないでゴミを捨てなかったら、世界の環

境汚染を防ぐのに役に立つと思った。 

でも、日本の文化にも改善されなければならない部分がある。 例えば TV番組は

夜の時間になれば暴力的なものやエッチな内容のものが多いようだ。視聴者の中には
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子供や女性たちも含まれるでだろう。このような番組によって子供たちが受ける影響

は、彼らの情緒に大きな問題を与える要素であり、女性たちが見る場合は、不愉快に

感じたり女性卑下などを感じる恐れがある。だから、このような番組は深夜の時間帯

に移したら良いと思われる。 

このような番組によって子供たちが受ける日本で生活した中で発見し、感じたこと

以外にも、すばらしものはたくさんあった。それは高松の食べもの、そして雄大な自

然の景色だ。食べ物では、いつもお腹が空いている私に満腹感をくれるさぬきうどん

がある。そして、高松の全景を見下ろせる屋島山からの夜景や、洗練された日本式の

庭を味わえる栗林公園の景色、まんのう公園で眺めることもできる、とても大きく澄

み渡った空もある。私は留学生として来る前、日本のすべての都市は東京の華麗さだ

けでできていると想像していた。 

しかし、高松での生活の中で、東京の華麗さよりは高松の素朴さ、そして市民の皆

さんの誇りと市民意識を感じ、全てが絡まって日本、そして高松を輝かせているので

はないかと思った。 
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「いける 日本！」 
 
 

ユ ヘス 
（韓国） 

 
 
 
 
 
 
 
 



いける 日本! 

徳島文理大学 留学生 ユ へス 

 

『いける』という言葉は、行くの可能型で行くことができという意味を持っている動詞だ. 

私が日本に来る前までは、知っていた『いける』は‘どこでも行ける’のようなそのままの

行けるだった。しかし、日本に来て日本の友達も付き合って生活をして見ると『いける』と

いう動詞は本当に珍しい単語だったということを見つけることができた。これは以前にはし

らなかったんだけど、日本で発見したことだ。 

それは、何ヶ月前日本人の友達と一緒に鍋をたべる時であった。 

友達が鍋をたべながら、‘キムチと鍋一緒に食べてもけっこういける’と言った。瞬間、私

は荒てた。今、こんな状況で行けるなんてーキムチと鍋一緒に食べてもかなり行ける? どこ

を行くかなぁ? 私は意味もわからなかったまま‘うん！’と答えた。行くの可能型だけで勉

強した私にそれはちょっと無理だった。今度はデザートをたべる時だっだ。友達は‘このア

イスクリーム、いけるいける！’と言った。このアイスクリームを行ける？アイスクリーム

を食べに行こうの意味かなぁ？私は一人で変な解釈をしていた。『いける』はいったい何だ

ろう? 友達に聞いて見た。‘今しきりに言ったいける、行くの可能形じゃない?’友達は笑

ってしまった。‘いままで行けると聞いていたの？’そして、こんなに言った。‘へす～い

けるはただ行くことができるという意味だけを言うのではないよ～さまざまの意味があっ

て!会話でよく使われるよ～’私はいけるという言葉が調べたくなった。 

私は家に帰って『いける』に対して調査して見た。『いける』には、私が知っていたことよ

りずっと多い意味を持っているし日本でよく使われていた言葉だった。そういえば番組でも

『いける』という字幕がたびたび見たことが思い出した。 

食べ物に関する状況での『いける』は‘食べ物が食べられる’の意味だった。つまり、‘お

口に合う’意味であることだ。その時友達は、‘鍋とキムチ一緒に食べればおいしいよ’ 

‘二つがよく合う’ このような意味で言ったことだ。 

そして『いける』には、‘よくできる’、‘うまく行く’、‘ 大丈夫’だという意味もあ

った。こんな状況でいけるが使われる。‘『映画際』のポスターなんだけど、いいアイデア

があるんだ。カメラが『映画際』って言う字を指し映しているんだ。’‘おもしろいね、そ

れいけるかも！’ここで、『いける』は‘大丈夫ね～’‘けっこういいかも～’‘いいじゃ

ん～’と同じ意味だ。何か『できる』の感じだと思う。また、私がよく使っている言葉で

『イケメン』があって、この言葉の秘密も分かるようになった。『イケメン』は、『いける

(うまく行く・大丈夫の意味) + マン(男) 』二つの組合だった。『イケメン』はよく使って
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きた単語だったけど、どんな組合で作られたかはしらなかった。そして、日本の番組で『め

ちゃめちゃいけてる』があった。いつも、その意味には別に関心がなかった。でも、今は 

‘おびただしくうまく行く’の意味だったということも分かるようになった。 

日本人がたくさん使う言葉『いける』、どんな状況にもよく合う言葉『いける』、いろんな

意味を持っている『いける』。私はこれこそ日本での発見と思う。韓国で本を見ながら文法

的だけで勉強した私には、分からなかった『いける』の世界。日本へ来て実際の経験によっ

てごれを分かるようになった。『いける』に対して分かった後から、私の耳に『いける』が

よく聞こえた。『いける』を知らなかった時には聞こえなかったのに、実際に会話でおびた

だしくよく使われていた。今は私がもっとたくさん使うようになった。『いける』というた

った一つの言葉が多いことを現わすなんて本当に珍しかった。 

日本での発見で『いける』を通じて別個にもう一つ発見したことがあった。これは、真正な

勉強ということだ。私は日本へ来る前までは、つまらなく詰めこみ主義で勉強した。本だけ

を見て覚えてまた覚えた。だから、面白さも失ったし勉強の間口広めることができなかった。

しかし日本にきて見たら、本ではない実際に生活をしながら学ぶこと、自ら困難にぶつかり

ながら直接感じて学ぶこと、これこそもっと面白くて意味ある真の勉強だということをわか

った。私が『いける』を発見したような！  

 本を見ることだけでは真正な勉強ができないということを感じた。日本での留学生活がい

つのまにか4ヶ月が過ぎてしまった。日本に来て直接体験しながら日本に対して一階もう分

かった。 学ぶことがこんなに楽しくて幸せか初めて分かるようになった。 

今からはもっと熱心に日本を感じて, だくさん発見して行くつもりだ。 

‘今年も、私いけます！’ 

‘いける！日本’ 
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「日本で発見する」 
 
 

ムハマド イクラム ビン ノルハン 
（マレーシア） 
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「日本での発見」 
 
 

チョン ジン ジョー 
（マレーシア） 

 
 
 
 
 
 
 
 



－ 12 －

日本での発見

チョン　ジン　ジョー
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